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•ボリュームバックアップ

•ログデータバックアップ

•バックアップ媒体自動管理とリカバリ操作の簡易化

１．背１．背 景景

オペレータ

GSM/DARCV

HLF DB等
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１．１ ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶによるデータ保全

ＭＴ
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１．２ ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶ管理対象外データ（ユーザログ等）の運用

オペレータ

•ＩＣＯＰＹ／分類用データセットの世代管理

•バッチジョブ逐次化制御

ＨＬＦ

ＭＴ

バッチジョブ



（１）ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶに対するコマンド操作

２．問題点２．問題点

GSM/DARCV

ＣＤＳ

バックアップコマンド

リカバリコマンド

リストアコマンド

適切なＣＤＳを選択して，各コマンドをコンソールより入力

２．１ ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶを使用したＤＡＳＤ保守運用で必要な操作
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（２）複数の操作を手順として実施する場合

1.  BACKVOL,ID(xxxxxxxx),VOLUME(DVOL01)

2.  BACKVOL,ID(xxxxxxxx),VOLUME(DVOL02)

1.  BACKVOL,ID(xxxxxxxx),VOLUME(DVOL03)

2.  BACKVOL,ID(xxxxxxxx),VOLUME(DVOL04)

GSM/DARCVDVOL01

DVOL02

DVOL03

DVOL04

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｖ
Ｏ
Ｌ

手順１ 手順２

複数ボリュームのバックアップを行う場合
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MT



トータルロード後にログのみリカバリを行う場合

DVOL01 DVOL01

ログのみリカバリ

ボリュームバックアップ媒体 ログデータバックアップ媒体
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トータルロード



（３）リカバリ先装置の準備

DVOL01
０１０１

DVOL01

０８０８

1.入出力障害が発生 2.代替装置に同一ボリュームを
マウント

DVOL01
０１０１ ０１０１

DVOL01

０１０１

1.入出力障害が発生 2.障害装置を交換
(CE作業)

3.交換後の装置に同一ボリュ
ームをマウント

＜結論＞ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶを使用したＤＡＳＤ保守運用の各種操作を自動化したい

ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭによる自動化が必要
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（ＤＡＳＤ保守運用の自動化機能）
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（１）バックアップ／分類用データセットの世代管理

２．２ ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶ管理対象外のデータ運用で必要な操作

ＨＬＦ交替等を契機としてＩＣＯＰＹやログ分類のジョブを起動する毎に，

該当する雛型ＪＣＬの一部の文字列を変更する必要がある

ＪＸＡＬＥＤＩＴ

ＨＬＦ

000001

MTV001

ＪＸＡＬＥＤＩＴ

ＨＬＦ

000002

MTV002

ＪＸＡＬＥＤＩＴ

ＨＬＦ

000003

MTV003

雛型ＪＣＬの
一部の文字列
を変更

雛型ＪＣＬの
一部の文字列
を変更
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（２）バッチジョブ逐次化制御

ＪＸＡＬＥＤＩＴ

ＨＬＦ

000001

MTV001

ＪＸＡＬＥＤＩＴ

ＨＬＦ

000002

MTV002

対象とするログ環境内で
多重起動不可

ＩＣＯＰＹ取得やログデータ分類時等において，それぞれ対象とするログ

環境内でＪＸＡＬＥＤＩＴユーティリティは多重起動不可
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＜結論＞ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶ管理対象外のデータ運用で利用するバッチジョブにお

いて以下の機能を実現したい

ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭにより実現可能

バッチジョブ雛型ＪＣＬの一部文字列の動的変更（文字列置換機能）

バッチジョブの逐次化制御

（バッチジョブの運用支援機能）



３．１ ＤＡＳＤ保守運用の自動化

３．目３．目 的的

•ＡＩＭ／ＯＣＳとの連携

•システムユーティリティ／ＡＲＣＳジョブ起動

•ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶとの連携

ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭ

処理手順書 ＡＩＭ／ＯＣＳ

システムユーティリティ ＡＲＣＳ ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶ

(ボリュームの初期化・物理ボリューム形式変換) (等価性回復)

事象採取

各種操作コマンド

(管理単位の自動選択)
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３．２ バッチジョブの運用支援

•ＡＩＭ／ＯＣＳとの連携

•ＡＩＭユーティリティジョブ／その他バッチジョブ起動

ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭ

処理手順書 ＡＩＭ／ＯＣＳ
事象採取

各種操作コマンド

その他バッチジョブＡＩＭユーティリティジョブ

( ＩＣＯＰＹ取得・ログデータ分類 )
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文字列置換／ジョブ逐次化制御 文字列置換／ジョブ逐次化制御

文字列置換／ジョブ逐次化制御



4. 4. 特特 長長

ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭの特長ＳＵＰ－ＧＳ／ＲＯＭの特長

処理手順書による操作の自動化処理手順書による操作の自動化

ＡＩＭ／ＯＣＳ連携ＡＩＭ／ＯＣＳ連携

リカバリ範囲の拡大とリカバリ先装リカバリ範囲の拡大とリカバリ先装
置の選択置の選択

環境創成支援環境創成支援
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バッチジョブ運用支援バッチジョブ運用支援



（１）処理手順書による操作の自動化（１）処理手順書による操作の自動化

BACKUP VOL=DVOL01

BACKUP VOL=DVOL02

処理手順書１

(ボリュームバックアップ)

処理手順書２

(ボリュームバックアップ)

BACKUP VOL=DVOL03

BACKUP VOL=DVOL04

1. DVOL01のバックアップ

2. DVOL02のバックアップ

1. DVOL03のバックアップ

2. DVOL04のバックアップ

ｎ多重によるボリュームバックアップを実現
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ＡＩＭ操作コマンド(対象ボリューム閉塞)

(対象ボリュームオフライン)

ＭＳＰ操作コマンド(代替装置準備)

(論理ボリューム準備)

(ボリュームリカバリ)

処理手順書（リカバリ）

•ＡＩＭＣＭＤマクロ

•ＰＨＶＯＬＯＰＲマクロ

•ＰＨＶＯＬＯＰＲマクロ

•ＬＯＶＯＬＯＰＲマクロ

•ＲＥＣＯＶＥＲＹマクロ
…

システムユーティリティ

ＧＳＭ／ＤＡＲＣＶ（ＡＰＩ）

リカバリに必要な各種操作を処理手順書上で順次実施
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（２）ＡＩＭ／ＯＣＳ連携（２）ＡＩＭ／ＯＣＳ連携

処理手順書にて付加情報のキー名を記述

特定のAIMシステム事象と起動する処理手順書を指定

ＡＩＭ／ＯＣＳ

・

・

BACKUP   DID=&DID,

SISN=&SISN,

HLFG=&HLFG

・

・

処理手順書(定義) SUP-GS/ROM

・

・

BACKUP   DID=03,     

SISN=SIS01,   

HLFG=GRP01  

・

・

処理手順書起動

HLF交替

DID:03

SISN=SIS01

HLFG=GRP01
処理手順書
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ユーザ事象，コマンド依頼事象による処理手順書の起動も可



（３）リカバリ範囲の拡大とリカバリ先装置の選択（３）リカバリ範囲の拡大とリカバリ先装置の選択

DVOL01

DVOL02

DVOL03

DVOL04

0101

0102

0103

0104

DVOL01

DVOL02

DVOL03

DVOL04

0808

0809

080A

080B

0908

0909

090A

090B

代替装置

1. アレイディスク装置のボリュームグループ全体をリカバリ範囲に

2. 適切な代替装置を選択し，リカバリ範囲と同一ボリュームをマウント

☆リカバリ先装置として正規装置を選択すると，元の装置をリカバリ先として選択
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（４）環境創成支援（４）環境創成支援

DVOL01

DVOL02

DVOL03

DVOL04GSM/DARCVGSM/DARCV
ROF創成

ROF定義データと

GSM/DARCVの

環境定義コマンド

を入力

ＣＤＳＲＯＦ

ＲＯＦ
初期設定ユーティリティ

マウントされている

DASDボリュームの属性情報を

自動収集(装置番号等)
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（５）バッチジョブ運用支援（５）バッチジョブ運用支援
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雛型ＪＣＬ（文字列置換前）

//JOB00001    JOB     CLASS=A,MSGCLASS=X
//BATCH01   EXEC    PGM=PROGM001

//INDD1   DD        DSN=DSN00001.INDD.
UNIT=SYSDA,VOL=SER=VOL001

//OUTDD1    DD        DSN=DSN00001.OUTDD. 
UNIT=CMT,VOL=SER=

//

A%CNT1, 

A%CNT2, 
%MTVOL

実行ＪＣＬ（文字列置換後）

//JOB00001    JOB     CLASS=A,MSGCLASS=X
//BATCH01   EXEC    PGM=PROGM001
//INDD1   DD        DSN=DSN00001.INDD. 

UNIT=SYSDA,VOL=SER=VOL001
//OUTDD1    DD        DSN=DSN00001.OUTDD.

UNIT=CMT,VOL=SER=
//

A0005, 

A0006, 
MTV005

世代番号 %CNT1 %CNT2 %MTVOL

０００１ ０００１ ０００２ MTV００１

０００２ ０００２ ０００３ MTV００２
０００３ ０００３ ０００４ MTV００３

０００４ ０００４ ０００５ MTV００４
０００５ ０００５ ０００６ MTV００５
０００６ ０００６ ０００７ MTV００６

０００７ ０００７ ０００８ MTV００７

置換文字列実体情報

置換文字列実体情報の組を使用して
雛型ＪＣＬの内容を置換

雛型ＪＣＬの一部文字列を世代番号単位に動的に変更
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同一の識別子を持つバッチジョブに対し逐次化制御を実施

ｼﾞｮﾌﾞ0001
識別子=A

W X E

ｼﾞｮﾌﾞ0002
識別子=A

W X EW

W ： ジョブ実行待ち
X ： ジョブ実行中
E ： ジョブ終了

処理手順書１

•ＲＥＧＪＯＢマクロ

…

①バッチジョブ登録

②バッチジョブ終了

待ち合わせ

（ジョブ識別子=A）

処理手順書２

•ＲＥＧＪＯＢマクロ

…

①バッチジョブ登録

②バッチジョブ終了

待ち合わせ

（ジョブ識別子=A）

バッチジョブ登録ファイル

「ｼﾞｮﾌﾞ0001」終了後に
「ｼﾞｮﾌﾞ0002」が起動される
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(絶対世代番号の取得と保存)

(置換文字列実体情報の作成)

(ｼﾞｮﾌﾞｽﾄﾘｰﾑのﾊﾞｯﾁｼﾞｮﾌﾞ

処理手順書（ﾊﾞｯﾁｼﾞｮﾌﾞ運用支援）

•ＲＥＰＩＮＦマクロ

•ＲＥＰＩＮＦマクロ

•ＲＥＧＪＯＢマクロ
…

AIMユーティリティジョブ

その他バッチジョブ

(NCAGEN指定)

(CRE指定)

バッチジョブ運用支援に必要な各種操作を処理手順書上で

順次実施

登録ﾌｧｲﾙへの登録)




